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資料整備と公開

調査データ収集手法の検討
- 主に位置情報取得に関する基本的考察 -

Primary considerations in design of mobile gear
 for field data accumulation
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要旨

各研究成果物の基礎となる膨大な現地調査情報を

効率よく整理，収集する方法の一つに，野帳などの

アナログ情報のデジタル情報への移行がある．野帳

に記載する情報のすべてを最初から現地でデジタル

にできればいいが，操作方法，機器の強度など多く

の問題があり，移行は容易ではない．しかし，近年

普及しているデジタルカメラと携帯型の GPS を組み

合わせることで，デジタル画像へ容易に位置情報を

付加することができる．このようなデジタル情報は，

現地調査情報の収集手法の導入として非常に有効で

ある．

1　はじめに

地質調査総合センターで研究成果物として公開さ

れる情報，例えば各種地質図や重力図地球化学図な

どの作成の背景には，膨大な現地調査の情報が存

在する．調査情報の最も基本的なものは位置情報で

あるが，地質図の作成過程を例に考えてみると，多

くの調査者は調査現場において位置情報の入力に紙

地図を用い，フィールドノート（野帳）と呼ばれる

ノートに調査現場の詳細な情報を入力する．位置情

報については，既存の地形図からの読み取りやルー

トマップなど歩測スケッチからの大まかな読み取り

による場合が多い．近年の衛星測位技術（例えば，
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GPS：Global Positioning System）を使用した場合

でも，調査後に必要に応じて調査結果と融合させる

程度である．

近年 GIS（Geographic  Information System：地理

情報システム）が普及し，多くの空間情報がコンピ

ュータ上で利用できるようになってきた．空間情報

に基づき，多面的総合的な解析を行うことも可能に

なってきた．またインターネットなどを利用し，研

究成果を公開する機関も増えてきた．これらのツー

ルを活用するために，これまでの現地調査情報や研

究成果をコンピュータで利用可能な形式に変換する

動きが主流になっている．しかし，従来の手法では，

現地情報をデジタルデータに変換する手順が加わ

り，現地調査の情報を蓄積するために多くの時間と

労力が費やされてしまう．デジタルデータを直接収

集するツールや手法を開発することで，効率的な現

地調査情報収集が可能になる．

本沿岸域プロジェクトにおいては，地質，地球物

理など多くの調査情報が生成され，総合的な解釈，

解析を行うことになる．総合的な解析を行うために

効率的なデータ収集は必須であるが，各種データの

フォーマット調整，データの品質の取り扱いなど多

くの課題があり，それに関する報告も多数ある（例

えば横田 1996, 古宇田 1992 など）．地質情報一つ

にしても，フィールドノートに決まったフォーマッ

トがあるわけではなく，各研究者のルールで決定さ
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れる．フィールドノートに対応するデジタル情報の

フォーマットを決めるだけでも課題は多い．

本研究では，まず最も基本的な情報である位置情

報の取得に注目する．また，様々な分野で共通する

基本的情報の一つである写真画像を位置情報と組み

合わせて蓄積する仕組みを検討する．これは，後の

利活用を踏まえた形式で保存するものであり，調査

情報の取得，蓄積，迅速な公開までの流れを築くと

同時に，調査の効率化にも貢献する重要な役割を担

う．

2　位置情報取得機器

GPS を利用した位置情報取得機器には，これまで

様々なものが市販されている．取得する位置情報が

数ｍの誤差でもかまわない場合から，数 cm 以内の

誤差でデータを取得する必要がある場合まで，必要

とする精度によって機器を使い分けすることが可能

である（第 1 表）．また，位置情報だけ取得する場合，

内蔵してあるカメラや入力機器とリンクすることを

必要とする場合など用途によっても利用する機器が

異なる．本研究では，以下の 4 種類のツールを準備

した．

2.1　GeoExplorer

地震断層調査を想定した場合には，地表の亀裂を

10cm 程度の精度で取得する必要があり，そのため

にも VRS による RTK 測位ができる必要がある（第

1 図）．また，野外における様々な現場状況・天候等

を考慮し，堅牢であると同時に小型・軽量かつデー

タ入力のし易さが必須である．装置間のケーブルや

コネクタ・プラグ類は煩雑であり，また故障の原因

になりやすい．その心配がない Bluetooth 規格の無

線を利用すれば簡便に機器操作することが可能にな

る．ニコントリンブル社の GeoExplorer（第２図）

はこれらの要件を満たしている．

GeoExplorer 基本仕様

  ・二周波型

  ・12 チャンネル以上

  ・更新レート１Hz 以上．

・VRS RTK 機能

・測定精度（水平成分／垂直成分 )

      10cm 以内（VRS 30km 圏内）

      30cm 以内（VRS 30 〜 80km）

      サブメートル（MSAS 補正）

      30cm 以内（後処理）

      マルチパス除去機能

      SBAS 補正機能

  

2.2　MAGELLAN MobileMapper 6

近年の携帯電話などではデジタルカメラと GPS が

内蔵されている機種が増えてきている．しかし，単

体 GPS としてみると位置取得精度に不安がある．ま

た携帯電話のインターフェースは基本的に小さく拡

張性に不安がある．そこでGPSとカメラが内蔵され，

携帯性を維持しつつ，拡張性を備えたジオサーフ社

の MobileMapper は以上の要件を満たす（第 3 図）．

カメラの解像度は 200 万画素で高分解能の画像を必

要としない用途には適する．またインターフェース

も Microsoft Windows Mobile を採用しており扱い

やすい．さらに市販の GIS と組み合わせることで，

既存地図情報との重ね合わせが可能になり，位置情

報に加え調査位置のメモなど拡張情報の取得が容易

になる．

2.3　Garmin GPSmap 60CSx

主に位置情報の取得を目的とし，地図情報の表示

も行うことができる．MobileMapper に比べ，カメ

ラや GIS などのアプリケーションが利用できないな

ど単体での機能は少ないが，起動時の位置情報の取

得に要する時間が数分と短く，後述する携帯用 GPS

ロガーに比べ位置精度が高い．また，筐体の頑丈さ

に加え（第 4 図），条件次第では室内でも受信する

ことが可能であり，条件の悪い山間地での計測も期

待できる．

2.4　 Holux Wireless GPS Logger m-241

位置情報の取得を目的として，高精度を要求し

ない場合，簡便な機器が適している．この機器は，

GPS のログを取得するというシンプルな目的のみで

ある．起動から衛星捕捉まで数分で処理する．また

バッテリが単3電池1本であり軽量である（第5図）．

3　写真情報と位置情報のリンク

取得した位置情報は機器に付属するソフトウェ

アや，GIS に容易にプロットすることが可能であり

（第 6 図），インターネットの地図サービス（例えば

Google Map など）と連携することもできる．大抵

の場合，付加する現地の調査情報とリンクして活用
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する場合が多い．近年ではデジタルカメラに内蔵す

る時間情報と GPS の位置取得時間をリンクして，写

真画像に位置情報を付加することが可能になってい

る（第 7 図）． 

また，位置情報に写真情報のみを追加する場合，

カメラ内蔵の GPS を利用する方法もある（第 8 図）．

カメラの画像ファイル（Exif フォーマット）には位

置情報や機器の情報，画像の情報が登録される（付

録１）．このファイルを蓄積するサーバを構築すれ

ば，フォーマットの情報を読み出し，検索，位置の

プロットなどに利用できる．

4　まとめ

本研究では，調査データ収集手法の検討，主に位

置情報取得に関する考察を行った．GPS，インター

ネットや，コンピュータ等様々な技術が融合する分

野であり，その発展は急速である．本研究において

は，主に既存の機器，技術の検討を今年度行った．

次年度以降は既存の技術や機器のテストのみならず

調査データの収集システムの構築を行わなければな

らない．収集システムの構築に当たっては，綿密な

設計が必要になる．また，最初に述べたとおり，多

くの種類の情報を取り扱う沿岸域のプロジェクトに

おいて，付与情報をどのように拡張するか検討が必

要である．しかし，これらの技術の開発サイクルは

非常に短く常に最新技術動向も把握しなければなら

ない．今後本研究では，位置情報取得機器の精度を

含めた技術動向を把握しつつデータ登録システムの

開発，付与情報の拡張に対する検討など行っていく．

謝辞：本検討を行うにあたり，地質情報研究部門，井

川敏恵氏には機器のテストに全面的に協力していただ

きました．厚く御礼申し上げます．
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第 1 図 高精度位置情報取得のためのツール概略．

第 2 図 GepExplorer 端末（アンテナや通信用端末（携帯電話）と組み合わせて使用する）．

第 3 図 MobileMapper 端末．

調査データ収集手法の検討 - 主に位置情報取得に関する基本的考察 -
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第 4 図 GPSmap 60CSx 端末．

第 5 図 Wireless GPS Logger m-241．
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第 6 図 付属のソフトウェアにプロットした m-241 のログ．

第 8 図 GPS 付きカメラ（頂部にケーブルで接続されているものが GPS ユニット）．

第 7 図  位置情報と写真情報をリンクさせたもの（四角のポイントが写真撮影地点，
フリーソフトウェアのカシミール３D 使用）．

調査データ収集手法の検討 - 主に位置情報取得に関する基本的考察 -
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